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■ 上社駅乗車場案内 ■ 赤池駅乗車場案内

赤池駅1番出口

専用バス乗場

愛知銀行

マクドナルド

名鉄バスロータリー

当日、駐車場はありませんので公共交
通機関または上社駅、赤池駅からの専
用バス（無料）をご利用ください。
専用バスにご乗車の際は、イベントに参
加する旨を運転手にお伝えください。

本イベントにおける写真撮影や録音はご遠慮いただきますよう、お願い申し上げます。
会場では腕章を付けたカメラマンが記録用の写真撮影を行っています。本学ウェブサ
イトやその他の刊行物に、写真が掲載されることがありますのでご了承ください。

※会場の温度調整が難しいため、調整しやすい服装でお越しください。

■本学へのアクセスについて■　

Facebook

参 加

無 料
要申込み
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中
国
の
改
革
開
放
の
原
点
と
日
本
の
協
力
」

中
国
の
経
済
発
展
に
は

日
本
人
の
支
援
が
あ
っ
た
！

中
国
が
世
界
第
二
位
の
経
済
大
国
に
発
展
し
た
の
は
、

最
高
実
力
者
の
鄧
小
平
が
推
進
し
た
改
革
開
放
政
策
4
0
年
の
成
果
で
す
。

中
国
の
改
革
開
放
の
原
点
に
携
わ
っ
た

張
雲
方
先
生（
北
京
在
住
）と
小
田
川
圭
甫
先
生
を
招
い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

お
二
人
は
今
春
、Ｎ
Ｈ
Ｋ-

Ｂ
Ｓ
特
別
番
組「
中
国
の
改
革
開
放
を
支
え
た
日
本
人
」で

貴
重
な
証
言
・コ
メ
ン
ト
を
述
べ
た
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
す
。

鄧
小
平
が
日
本
の
戦
後
復
興
・
経
済
成
長
を
改
革
開
放
の
手
本
と
し
、

日
本
も
O
D
A（
政
府
開
発
援
助
）や
巨
大
経
済
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
で

中
国
の
経
済
発
展
を
支
援
し
て
き
た
こ
と
が
、講
演
で
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

中
国
の
経
済
発
展
と
日
本
人
と
の
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
を
知
る
好
機
で
す
。

日    時

主    催 名古屋外国語大学
外国語学部 中国語学科　

共    催

講 師

東海日中関係学会
後    援 名古屋外国語大学

ワールドリベラルアーツセンター
東海日中貿易センター

主な対象者 どなたでも参加できます

2019年
13:20～14:45
15:05～16:30

会    場

兪暁軍
名古屋外国語大学 外国語学部 中国語学科長

川村 範行
名古屋外国語大学 外国語学部 特任教授（東海日中関係学会会長）

真家 陽一
名古屋外国語大学 外国語学部 中国語学科教授

開会挨拶

コーディネーター

コメンテーター

名古屋外国語大学 2号館 241教室
愛知県日進市岩崎町竹の山５７

小田川圭甫・元上海宝山製鉄所 プロジェクト等担当　

「上海／宝山プロジェクト、
 北京／長富宮プロジェクトへの参画」

張雲方・元人民日報日本特派員　

「鄧小平と中国の改革開放」
1

1
2
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小田川 圭甫
おだがわ・けいすけ

1939年東京生まれ。1962年東京大学法学
部卒業。1962年富士製鐵（新日本製鐵、日
本製鉄の前身）入社、人事・労務・企画などに
従事。1972年～1975年経済企画庁派遣。
1978年～1988年新日鉄の責任者として日
中共同巨大プロジェクト上海宝山製鉄所建設
に携わったほか、1991年～1993年北京長

富宮プロジェクト、1993年～1997年ブラジル・カラジャス鉄鉱山開発プロ
ジェクトなどに従事。1997年～2010年愛知大学に奉職。著書に『海外職業
訓練ハンドブック』ほか。

https://req.qubo.jp/wlac/form/20191025

■ 申込み方法

10月25日金

張雲方
Zhang Yunfang

1944年中国生まれ。1968年大学卒業。
1971年まで文化大革命のため下放（農村労
働）。
その後、人民日報社国際部記者、1974年～
1980年 人民日報社日本特派員、鄧小平副総
理初訪日（1978年）に同行取材。その後、人
民日報社編集（東アジア担当）などを経て、

1985年から中国国務院中日経済交流会事務局長、国務院発展研究センター
局長を歴任。中国徐福会名誉会長・前会長、中国中日関係史学会元副会長、
中日経済学会元副会長、中日友好協会理事。著書に『向坂正男』ほか多数。

名古屋外国語大学 中国語学科
問合せ先

Tel：0561-75-2631（直通）

当日参加も可能ですが、準備の都合がありますので、事前のお申込みをお
願いいたします。右記のQRコードを携帯電話やスマートフォンで読み込んで
頂くか、下記URLをパソコン等で直接入力して、申込みのフォームに必要事
項を入力、送信してください。

特別講演会


